
　長島全島から出品されるよう

になって２回目の造形美術展と

あって、従来の表現から一歩新

しい方向へ進んだ作品が多く見

られた。

　地域の素材を手慣れた加工技

術で、似たようなものを繰り返

しつくってきた前回までの出品

作と異なって、今回は新しい

テーマに挑んだ作品がでてきて

いた。それもテレビやマンガか

ら借り物の題材ではなく、地域

の生活環境から生まれてくる主

題に転換されたものがでてきて

いた。

　本来、美術造形の表現は、今

生きている人間の存在を中心に

して創作されるものと考えれ

ば、この長島町の造形美術展も

絶えずその創作性が求められる

のは当然のことである。

　公民館やＰＴＡなどの活動の

一つとして造形物をつくり、造

形美術展を開くという非常に珍

しい催事であるだけに、今後と

もより新しい、そして素晴らし

い作品が生まれてくることを強

く期待したい。それすなわち長

島町の人々のエネルギーであ

り、誇りになるものと信じる。

第 13 回ながしま造形美術展
審査委員長　楠畑  裕也
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